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科目名 教育実習指導（幼稚園教諭二種必修） 

授業形態 演習 学年 2 

開講時期 2023 年度 前期～後期 単位数 1 

担当教員 渡部 琢也、郭 小蘭、河原田 潤、葉山 亮三、吉田 亜矢、高田 正哉、橋本 希義、小林 純子、安

部 尚子 

内容および計画  この授業では、幼稚園の果たす役割や運営など、幼稚園を理解するとともに、実習の意義と目的について

の授業を通して、実習に対する心構えをもたせる。そして、幼児教育の基礎となる幼児の健康な心身の発達

を促すために必要な知識と、幼児が自ら健康で安全な生活を作り出す生活習慣や態度を習得することの意義

や重要性について学習する。また、幼児の体格や運動能力発達の現状と問題点を踏まえて、楽しい運動遊び

を促すことや安全教育と安全管理の方法について理解する。 

１ ガイダンス 

２ 教育実習の意義と目的の理解 

３ 実習幼稚園の研究 

４ 実習課題（実習目標）について 

５ 幼稚園での子ども理解について 

６ 実習の記録、実習日誌について 

７ 教材研究（１）手遊び、読み聞かせ、製作等について 

８ 教材研究（２）グループワーク 

９ 指導案の作成法（１）責任実習指導案（部分案）の作成 

１０ 指導案の作成法（２）責任実習指導案（部分案）のグループワーク 

１１ 教育実習事後指導（１）実習の振り返り 

１２ 教育実習事後指導（２）実習の省察 

１３ 教育実習事後指導（３）グループ討論 

１４ 教育実習事後指導（４）事例検討 
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教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

幼稚園教育要領＜平成 29 年告示＞ 文部科学省    

保育所保育指針＜平成 29 年告示＞ 厚生労働省    
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幼保連携型認定こども園教育・保育要領＜平

成 29 年告示＞ 

内閣府、文部科学

省、厚生労働省 

   

     

     

他の授業にて購入済みの教科書も使用します。授業にて指示します。 

参考書  

成績評価 

評価方法 割合(%) 

実習関係書類等の提出状況とその内容 10 

深まり 20 

実習先評価 70 

  

  

  

 

学習到達目標  この授業では、事前指導として、教育実習の意義と目的を理解し、実習において必要な知識・技術・倫理

を修得するとともに、実習生が明確な実習課題に基づき、実習が実施できるように、子ども理解、実習記録

の意義、指導案の意義と計画立案の方法等々について学ぶ。事後指導として、実習の振り返りと省察を行

い、グループ討論や事例検討を基に、実習における学びを整理し、残された課題を明確化し、学びを深め

る。 

先修条件  

実務経験  

その他 特別講義を実施する。 

 


